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2024年の新春を迎え、謹んでご挨拶申し上げます。
新年早々、元旦には能登半島地震、２日には飛行機事故が発生するという、思いもし
ない2024年の年明けになりました。
お亡くなりになりました方々に心よりお悔やみ申し上げますとともに、ご遺族、また
被災されておられます皆様に、謹んでお見舞い申し上げます。
さて、皆様におかれましては、新たな気持ちで新年を迎えられたことと存じます。
私共は、これまで組合運営に携わり、組合活動を皆様とのご協力のもとで積み重ねて
まいりました。
主な活動といたましては、シーリング技能士検定試験、シーリングスクール、出前講
座、シーリンググランプリの開催、広報活動等、すべての活動にあたり皆様のご協力を
いただいております。この紙面をおかりして、厚く御礼申し上げます。
出前講座は若年技能者人材育成支援の一環でものづくりマイスター等を派遣し、若者
に少しでも興味を示してももらうように講座を開いております。また、シーリンググ
ランプリは職人同士の技量を切磋琢磨することで、各々の技能の向上を目指すとともに、
シーリング技能士の立場向上、及び業界の発展を目的としております。
昨年８月にはシーリング技能士１級及び２級の検定試験を行いました。さらに、11月
には、出前講座を修成建設専門学校において実施するとともに、４月上旬には全国シー
リンググランプリの開催を見据え関西予選を予定しております。
昨年より、日シ工連が主催となり名実ともに全国シーリンググランプリとなりました
大会ですが、これまで通り我々の地元関西での開催で、皆様にはお一人でも多く見学に
来ていただき大会を盛り上げていただけますよう、また全国の選手を激励していただけ
ますよう心よりお願い申し上げます。
原材料・エネルギー価格の高騰、人手不足の深刻化など、まだまだ厳しい現状ではあ
りますが、皆様方のご協力のもと、挑戦し続ける企業として、組織力、培った技術力、
人財を最大限に活用して社会のニーズに対応できる事業に進化し続け、ものづくり企業
として「品質のこだわり」お客様により高い満足を提供でき、社会に貢献できる組合を
目指して行きたいと思います。
これまでと同様に皆様からのより一層のご支援、ご指導を賜りますよう宜しくお願い
申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

年頭のご挨拶
理事長　 萬　谷　　　誠
(関西シーリング工業株式会社)

理事長挨拶
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小西理事の司会進行により、予定通り開宴。
まず、はじめに令和６年能登半島地震により亡くなられた方々に対して１分間の黙祷
を実施し、会場内に設置した支援金の協力についてお願いをしました。

次に、萬谷誠理事長から開宴にあたって
「 皆様、本日は、ご多忙の中を関シ協新年互
礼会に多数ご出席を賜りまして、誠にあり
がとうございます。
　 2024年新春を迎えるにあたり、組合を代表
いたしまして、謹んで新年のご挨拶を申し
上げます。
　 新年早々、元旦には能登半島地震、２日に
は飛行機事故が発生するという、思いもし
ない2024年の年明けになりました。
　 お亡くなりになりました方々に心よりお悔やみ申し上げますとともに、ご遺族、また
被災されておられます皆様に、謹んでお見舞い申し上げます。
　 今も余震がある中、救出作業が続いているようですが、皆さまの今後の生活の安全と、
被災地の一日も早い復興をお祈りいたします。

新年互礼会開催
開催日時　令和６年１月16日㈫　18時30分～20時30分（受付18時）
場　　所　ホテルモントレ大阪　７階　「パルフィ」 
参 加 者　組合員 49名、賛助会員 37名、なにわ会員 23名、来賓 ６名　合計115名

黙　祷

萬谷誠理事長 挨拶

新年互礼会
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　 さて、私共は、これまで組合運営に携わり、組合活動を皆様とのご協力のもとで、積
み重ね、努力してまいりました。
　 主な活動といたましては、シーリング技能士検定試験、シーリングスクール等各種講
習会、出前講座、シーリンググランプリの開催など皆様のご協力のもとに運営してま
いりました。
　 昨年８月にはシーリング技能士１級、２級の技能検定試験を行い、１級54名２級３名
の新たな技能士が誕生いたしました。
　 また、11月には、出前講座を修成建設専門学校において実施いたしました。
　 出前講座は若年技能者人材育成支援の一環で、ものづくりマイスター等を派遣し、若
い方に少しでもシーリング防水作業に興味を持っていただけるように講座を設けてい
るものです。
　 活路開拓委員会が担当しており、今年においては就職ガイダンスまで話を進めていた
だくこととなりました。
　 もしかしたら、この出前講座からこの業界に飛び込んでくれる若い方が誕生するかも
しれないことから、非常に楽しみにしているところです。
　 さらに、今年の４月上旬にはシーリンググランプリの開催が予定されており、皆様も
ご存じのとおり昨年から全国シーリンググランプリとなり、全国の職人さんが一斉に
会して技量を発揮するもので、大会場所は昨年と同様尼崎で開催されるものです。
　 関シ協においてはそれを見据えて関西予選を予定しております。今回はフューチャー
委員会が若い方々が中心となって運営していただき開催することとしております。
　 このシーリンググランプリは職人さん同士の技量を切磋琢磨することで、各々の技能
の向上を目指すとともに、シーリング技能士の社会的立場向上、しいては業界の発展
を目的としておるものです。今年で10回目となります。
　 今回は26人の全国の職人さんで全国大会の決勝が行われますが、競技終了後に、｢ど
んな道具を使っているのか｣、｢どういった形での作業、どう施工したのか」といった
ことなどの意見交換会をやる予定です。
　 関西が開催場所となっております、また、オープンでの開催となっておりますので、
ご見学を頂ければ、その意見交換会が意味あるものとなるのではと考えております。
　 職人さんの技能の向上という点につきましては、少しずつですが目的が達成されている
のではと思っておりますが、シーリング技能士の立場の向上、それと業界の発展という
ことについては、全国展開を図っているシーリンググランプリにおいても、まだまだ考
えていかないといけない部分、勉強していかなければいけない部分が残っているのでは
ないかと思っておりますので、その達成に向けて努力してまいりたいと思っております。
　 ぜひ皆様におかれましては、ひとりでも多く全国シーリンググランプリにご見学に来
ていただいて、大会を盛り上げていただく、ということが目的を達成するうえで一番
の近道ではないか、と感じておりますので、４月の開催について、ご案内させていた
だきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

新年互礼会
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　 まだまだ、原材料・エネルギー価格の高騰、人手不足の深刻化など、厳しい現状では
ありますが、私共はものづくり企業として「品質へのこだわり」、お客様により高い
満足を提供でき、社会に貢献できる組合を目指して行きたいと思います。
　 これまでと同様に皆様からの、より一層のご支援、ご指導を賜りますようよろしくお
願い申し上げます。
　 最後になりますが、本日ご出席の皆様方のご発展とご健勝、ご多幸を祈念いたしまし
て新年のご挨拶とさせていただきます。
　本日は、どうもありがとうございます｡」
と挨拶されました。

次にご来賓の方々のご紹介の後、ご来賓を代表して佐藤茂樹衆議院議員と石川博崇
参議院議員からそれぞれお言葉をいただきました。

続いて、三橋一弘副理事長へ「大阪府中小
企業団体中央会会長表彰」が中央会の柴田昌
幸専務理事より授与されました。

次に祝電の紹介があり、最後に、来賓を代
表して中村武彦日本シーリング材工業会大阪
支部長により乾杯のご発声をしていただき、
懇親会となりました。

三橋一弘副理事長・表彰（中央会会長表彰)

佐藤茂樹衆議院議員 挨拶 石川博崇参議院議員 挨拶

新年互礼会
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懇親会の中盤には、今回異例ではあるが新たな試みとして組合員をはじめ賛助会員、
なにわ会員が一同に会するこの機会を活かして、各委員会からプロジェクターを活用し
た事業報告が以下のとおりありました。

① 　最初に蛎崎龍徳理事より活路開拓事業であるワークショップ、出前講座、就業
ガイダンスについての事業報告がありました。

② 　次に、福重誠理事と真野晃平委員長からフューチャー委員会の事業として進めて
いるSNS事業についての目的、内容、現在の進捗状況などの報告がありました。

乾杯のご発声（中村武彦大阪支部長)

事業報告（蛎崎龍徳理事)

事業報告（福重誠理事・真野委員長)

新年互礼会



－　 －6

③ 　最後に西原芳博専務理事から今年実施する予定の全国シーリンググランプリの開
催日等実施について、と昨年実施した全国シーリンググランプリの内容についての
報告がありました。

組合員をはじめ、参加者全員が興味深く、熱心に聞いていただくなど、大変有意義な
ものとなりました。

中締めは、三橋一弘副理事長から
「お忙しい中、多数ご出席賜りましてありがとうございます。
　 １月１日には、阪神淡路大震災を思い起こす大きな地震が起こりました。新年互礼会
の席ではありますが、まずは石川県、富山県と新潟県の災害復興が一日でも早く出来
ることのお手伝いを、我々の業界としても今後していかなければならないと思った次
第です。
　 今日、ご来賓の方々とお話をさせていただいたところ、他の業界と比べ関シ協は若い
と、言っていただきました。今後は、皆様と協力し、やれることをやっていこうと、
組合の今後の行事についても粛々と今年一年進めさせていただき、来年また笑顔でお
会いできればと思います｡」
という締めの挨拶があり、｢ご安全に」のご発声でお開きとなりました。

事業報告（西原芳博専務理事)

締めの挨拶（三橋一弘副理事長)

新年互礼会
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※ご報告
今回、令和６年能登半島地震の復興に向けての支援
金の募金にご協力いただきまして、誠にありがとう
ございました。
支援金の合計は25,785円となりましたので、ご報告
させていただきます。

全体風景

支援金ボックス

新年互礼会
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令和５年度
石綿作業主任者技能講習会開催

　今回、㈱nextPTC大阪教習所から講師を招聘し、石綿作業主任者技能講習会を11月
29日㈬、30日㈭の両日にわたってエルおおさかで開催しました。参加人数は11社21名と
なりました。２日目の講習後に試験が実施され、見事全員合格となりました。

１．日　時　　令和５年11月29日㈬、30日㈭
２．場　所　　エル・おおさか（大阪府立労働センター）５階　501号室
３．参加者

番号 会　　社　　名 受講者氏名 修了証
1
㈱大阪防水工業所

得　田　良　二 交付
2 伊　﨑　大　雅 交付
3
㈱ 大 一 防 水 工 業

河　流　孝　典 交付
4 山　田　　　敦 交付
5 関西シーリング工業㈱ 江　口　祐　也 交付
6
㈱ 伏 見 工 業

山　本　泰　雄 交付
7 菊　田　浩　輔 交付
8
㈱ 功 容 技 研

垣　田　厚　史 交付
9 滝　市　理　史 交付
10
㈱ 埜 田 建 商

平　井　　　潤 交付
11 鮎　川　岳　央 交付
12 ㈱ Ｎ Ｓ 技 建 廣　瀬　永　昌 交付
13

㈱ ナ オ テ ッ ク

濵　田　直　己 交付
14 中　務　裕　太 交付
15 武　田　　　翔 交付
16 片　山　浩　一 交付
17 川　口　雄　也 交付
18 阪　本　太　也 交付
19 ㈱ 大 木 技 研 小　鯛　　　力 交付
20 ㈱ 関 西 シ ン セ イ 中　村　康　明 交付
21 ㈱ コ バ シ 防 水 田　中　佑　樹 交付

座学講習の様子

石綿作業主任者実技講習会の開催
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近畿地方整備局との意見交換会

　令和５年12月４日㈮の14時から15時30分までの間、エルおおさか７階701号室におい
て、近畿地方整備局と「建設産業の最近の話題について」をテーマに意見交換会を実施
しました。

□ 出　席　者
国土交通省 近畿地方整備局 建政部
　建設産業調整官 　　　　　　　上　山　由　朗
　建設産業第一課 課長補佐　　　佐間野　貴　広
　建設産業第一課 建設業係長　　矢　野　弘　樹
一般社団法人 大阪府建団連［近畿建専連］
　事務局長　　　 　　　　　　　増　田　雅　史

関西シーリング工事業協同組合

会　　社　　名 出　　席　　者
1 大阪アルファ産業㈱ 内　田　雅　之
2 シ ー レ ッ ク ス ㈱ 竹　田　幸　平
3 ㈱ 大 協 建 材 三　橋　一　弘
4 関西シーリング工業㈱ 萬　谷　　　誠
5 阪 南 工 業 ㈱ 藪　内　俊　則
6 大 阪 み ど り 技 研 ㈱ 石　川　一　久
7 ㈱ 日 建 テ ク ノ ス 森　本　美　文
8 ㈱ ム ツ ミ 技 研 小　西　功　倫
9 ㈱ テ ン 青　木　保　浩
10 ㈱ 寝 屋 川 シ ー ル 西　原　芳　博
11 ㈱ 伏 見 工 業 菊　田　浩　輔
12 Ｋ Ｓ ホ ー ム ㈱ 竹　内　芳　雄
13 ㈱ Ｃ . Ｔ . Ｉ . 田　中　正　司
14 ㈱ 光 シ ー ル 今　中　　　建
15 棚 田 建 材 ㈱ 周　　　東　晃
16 ㈱ 恩 田 工 業 恩　田　　　武

16　名

近畿地方整備局との意見交換会
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１．建設産業の最近の話題について
　•関西シーリング工事業協同組合　萬谷理事長　挨拶

関シ協の萬谷でございます。
本日はお忙しい中、意見交換会にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。
近年の建設業界におきましては、建築物の高層化、構造の複雑化、建築材料の多様
化等により、シーリング防水工事の重要性が非常に高まっております。しかしなが
ら、人材不足、また、ウクライナ情勢の長期化に伴う原材料・エネルギー価格の高騰、
等々、特に専門工事を主たる生業としている我々工事業協同組合の会員といたしまし
ては材料をもって建設工事の現場に入っておりますので非常に苦しい状況が続いてお
ります。
本日の意見交換会を通じて、一つでもが課題がクリアでき、対応策についてご助言
頂ければ幸いです。
よろしくお願いいたします。

　•出席者紹介
　•近畿地方整備局　挨拶
　•意見交換
　　佐間野課長補佐より資料「建設産業の最近の話題」を使って説明（①～⑤の項目）
　　①　建設産業の現状
　　②　建設業の働き方改革
　　　〔関シ協〕
　　　　• 全産業における建築の日当は、20年前と比べて全産業とは近い金額になって

いるということだが、反面週休2日制もあって働く日数が減ってくると思い
ますが、そのバランスというのが今後問題となってくると考えている。

　　　　　 まず、この15年で日当が上がってきた要素として民・官双方からの働きかけ
があると思うが、官としてのアプローチについて主にどういうところが要因
となっているか教えていただきたい。

　　　〔近畿整備局〕
　　　　• 公共工事設計労務単価の引き上げが一番大きな要素。
　　　　　 また、主要12職種について令和４年３月時点で平成24年度と比べて65%の上

昇となっている。
　　　　　 必要な法定福利費相当額や義務化分の有給休暇取得に要する費用の他、時間

外労働時間を短縮するために必要な費用を反映等、元請企業から技能者に対
して直接支給している手当に反映するよう指導して、できるだけ行き渡るよ
うにしている。それらが徐々に浸透してきているのではと考える。

近畿地方整備局との意見交換会
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　　　〔関シ協〕
　　　　• 現状上がった金額に、更に１割ほど上がっていかなければ職人さんの賃金と

しては、割に合わないのではと思うが、それについてはどう考えているか。
　　　〔近畿整備局〕
　　　　• 今、国会でもさらに設計労務単価の引き上げが必要だと議論されている。
　　　　　 流れ的には、基本単価の上昇が必要だと考えている。物価単価の上昇もあり、

上げないといけないという流れ、方向性は変わらず実施されると考える。
　　　　　 併せて、経費補正、月単位での週休2日工事で実際に要した費用を調査し、

現行に代わる新たな補正措置を立案できないか検討している。
　　③　建設キャリアアップシステム（CCUS）
　　　〔関シ協〕
　　　　• 登録については全体の７割程度。
　　　　• 現場にはカードリーダーが無いのが現状。
　　　　　 キャリアアップシステムに登録して２年経つが、運用されていないうえに年

会費を払っていかなければいけないのが現状、いつ運用されるのか、全然わ
からなく、本当に必要なものか疑問である。

　　　　　 現場入場時はCCUS加入が必須とされるゼネコンもあるが、カードリーダー
の整備がされていないのが現状。

　　　〔近畿整備局〕
　　　　• 他の団体からも同じ意見を多数いただいている。
　　　　• カードリーダーが無いというのは聞いている。
　　　　• ひとり親方で、入りたくないとの意見や、入らないと現場に入られないとい

うことをよく聞く。
　　　〔関シ協〕
　　　　• CCUSレベル別年収でレベル１～４で下位、中位、上位と記載されています

が、こういったことを元請け、建設業者の方に指導されるのでしょうか。
　　　〔近畿整備局〕
　　　　• 適正な労務費などの確保や賃金行き渡りの担保として、｢適正な労務費が下

請け契約等において明確化されるルールを導入しつつ、不当な安値での受注
を排除していくことで、技能労働者の能力や経験に応じた適切な賃金の支払
いや処遇の改善を実現する｡」としている。

　　　　　 今、国交省がやろうとしているイメージが元請けから標準労務費を、きちん
とした賃金を払えない標準労務費というものを入ったものを中建審に勧告さ
せていただき、それが入った請負代金を元請業者から受けていただく。とし

近畿地方整備局との意見交換会
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ており、CCUSによって提示しているレベル別年収によって払っていただく
ことをイメージしている。

　　　〔関シ協〕
　　　　• 賃金が業種によって異なる中で、レベル4の評価になるにはどのようにした

らよいか。
　　　〔近畿整備局〕
　　　　• 標準労務費の決め方が難しい。施工単位に基本単価をかけるという形になる

のでは。㎡当たりいくらで出すということを検討している。労務費の割合が
多い業種から先行して検討している。

　　④　技能労働者の賃金
　　⑤　その他
　　　〔関シ協〕
　　　　• 外国人の実習制度事業の終了(1～2年で)の今後について 
　　　　• 零細業者（地場コン）について、いまだに税込み、また、福利も入っていな

い。この辺へのご指導はどのようなものか。
　　　〔近畿整備局〕
　　　　• 外国人の実習制度事業については、現在、現実に合っていないということで

法務省において検討されており、今とは違った形での受け入れとなると、聞
いている。

　　　　• 民間工事の指導については、今現在の取り組みとしては、｢下請け取引の実
態調査」を毎年実施しており、その中で、内容によって立ち入り検査に入る
場合があり、その中で改善を求める場合がある。しかし、これはあくまでも、
ピンポイントとなる対応であり、全体を網羅するものではなく、地場コンに
特化するものとなっていない。また、対応もできていない状況。

　　　〔関シ協〕
　　　　• 賃金の行き渡りの担保について、中間業者の排除が目的だと思うが、どうす

れば末端の職人さんに行き渡るのか、再度教えてほしい。
　　　〔近畿整備局〕
　　　　• 今後のイメージに記載のとおり、元請けさんから下請けさんにお支払いする

時、材料費等必要経費に加えて標準労務費という形で、例えば施工内容に
対してこれぐらいの労務費が必要だということを中建審の方で監督をされる、
それを下回らない形で工請代金として下請け業者さんに発注していただく。

　　　　　 それを受けた下請け業者さんは、払えるだけの労務費がカウントされている
はずなので、その労務費を各労働者に払っていただく、という形（イメージ)。

近畿地方整備局との意見交換会
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　　　〔関シ協〕
　　　　• 「許可行政庁による指導監督の強化」について
　　　〔近畿整備局〕
　　　　• 指導監督する専門組織の人員を増やしてはどうかという提言を受けて組織体

制の強化・整備を行うもの。
　　　〔関シ協〕
　　　　• 我々の業界は雨に影響される。大阪の雨の日が年42日あり、稼働率で言うと

約８割程度となる、そういうことから、元請けから貰う賃金について２割増
しで貰うということになるのか。

　　　　　 職人さんが８割しか働かない中で、同じ賃金を払い続けることになる。(日
給）こうなると、中々月給では職人は雇えない。という問題もでてくる。

　　　〔近畿整備局〕
　　　　• 働いた日数で給料を払うのではなく、その技術や経験に対する支払い、とい

う考え方となるのでは、と思う、CCUSが目指しているところでもある。
　　　　　ただし、一方で物が出来ていないものに支払いはできない。
　　　　　 強制力はないが、国においても、｢週休２日制になることに伴う経費につい

てきちんとしてくださいね」と要請している。難しい問題である。
　　　〔関シ協〕
　　　　• CCUSと建退共との紐づけ(リンク)についていつぐらいになるのか。
　　　　　現実的に１年同じ現場とはならない。
　　　　　 例えば、１日しか入らない応援の現場のために建退共に証紙を取りに行くこ

とになり、現実的に厳しい。
　　　　　 リンクしていれば、例えば、求人する場合にも退職金制度ありと胸を張って

言える。
　　　〔近畿整備局〕
　　　　• タッチしたら自動的になるということに今のところはなっていない。
　　　　• 現時点では、少し期待に沿っていない状況である。
　　　　　所管団体にお伝えしていきたいと思う。

以　上

近畿地方整備局との意見交換会
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今年は修成建設専門学校で以下の日程で出前講座を実施しました。

【修成建設専門学校出前講座カリキュラム】
　開 催 日：令和５年11月10日㈮　９時集合
　開催場所：修成建設専門学校
　　　　　　住環境リノベーション学科　　　　　　１年生　14名（山本順也先生）
　　　　　　・シーリング工事座学及び実技実習　　１年生　14名　※実技実習４班
　　　　　　・床土間目地シーリング施工　　　　　２年生

(学校通常授業) （出前講座時間割） 科目・内容 担　　　当 床土間目地施工
１限 １限 関シ協　萬谷・西原 ２年生

９：00～10：30 ９：00 集合 蛎崎・笹﨑・埜田・山﨑 10：00～ 説明
９：30～10：30 架台搬入・準備 松山・廣瀬・平井・植田 サポート

廣瀬・植田
清掃
養生※お手洗い通路確保 小鯛・真野・徳重・恩田

床養生 岡橋・川西
休憩

10：30～10：40 10：30～10：40(10分) 休憩 休憩
２限 ２限 10：40～ プライマー塗布

10：40～12：10 10：40～10：45(５分) 開校挨拶 関シ協　萬谷 誠 サポート
廣瀬・植田

材料打設
仕上げ10：45～11：45(60分) シーリング防水工事座学 関シ協　埜田・真野・山﨑

11：45～12：10(25分) 質疑応答 養生除去
清掃・完成

休憩
12：10～13：00 12：10～13：00(50分) 休憩

３限 ３限～４限
13：00～14：30 13：00～13：05(５分) 実技実習説明 関シ協　蛎崎

13：00～14：15(75分) シーリング防水工事実習 関シ協　笹﨑（説明）
休憩 14：15～14：25(10分) 休憩 関シ協　徳重（実技）

14：30～14：40 14：25～15：40(75分) シーリング防水工事実習
15：40～16：00(20分) 片付け・質疑応答

４限 16：00～16：05(５分) 生徒代表挨拶 長坂 海斗 委員長
14：40～16：10 16：05～16：10(５分) 閉校挨拶 関シ協　西原

16：10 解散

関西シーリング工事業協同組合

出前講座
シーリング防水工事（修成建設専門学校 )

出前講座
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午前中、萬谷理事長の開校挨拶で授業が開始されました。
「おはようございます。
本日は、シーリング防水作業、シーリング防水
工事を勉強していただきます。
シーリング防水とは、例えばコンクリートの壁
には窓とか色々な部材が付きますが、その部材
と部材の間には必ずシーリング防水を施す必要
があります。
身近なもので言いますと室内では、流しまわり
とか洗面化粧台の水回りの防水にシーリング防
水を施します。
施工箇所によって材料は異なりますが、意外と身近にある工事となります。
本日はそのシーリング防水を学んでいただき、将来、シーリング防水の業界で皆さん
と一緒に働けたら嬉しいですし、また、違った建築の世界へ行かれてもシーリング防
水は必ずありますから、一つの知識となると思いますので、頑張って聞いて頂きたい
と思います。本日はよろしくお願いいたします｡」

次に、山﨑委員、埜田委員、真野委員より座学
によるシーリング防水工事の講義を実施しました。
講義内容は、シーリング工事について、会社の
仕組みについて、安全保険について、お金につい
ての各課題について各委員から具体的に説明され
ました。

萬谷理事長 挨拶

座学による講義の様子

出前講座
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これとは別に２年生による「床土間の目地シー
リング施工」の授業について笹﨑委員長、廣瀬委
員、植田委員、小鯛委員が実技講師として授業に
参加しました。

午後からは、笹﨑委員長の解説、徳重委員
の実技によるシーリング防水工事の講義、学
生による実習が４班に分かれて実施されまし
た。
実習内容は下地処理、バックアップ材の
取り付け、テープ養生、プライマーの塗布、
シーリング材の充填と打ち込みなど作業を一
通り体験するものです。
各班には１名の組合員が講師となり実技指
導を行いました。

学生さんの実習の様子

床土間の目地シーリング施工の様子

笹埼委員長、徳重委員による実技講義

出前講座
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受講した学生全員が、積極的に、真剣に実技に取り組んでいました。
また、講師に積極的に質問をしている姿も印象的でした。
実技講義の後、生徒を代表して、委員長の長坂くんからお礼の言葉を頂きました。

生徒代表の挨拶（長坂 海斗 委員長）
「 本日はこのような貴重な体験を、ありがと
うございました。
職人さんが目の前でやってくれたこのきれ
いなものと違って、自分らはきれいにでき
なくて、改めて職人さんの凄さを知りまし
た。将来このような職業に就くかどうかわ
かりませんが、今日やったことを生かして
これからの進路選択に加えていきたいと
思います、本日はありがとうございまし
た｡」

最後に西原専務理事から一日を振り返っての挨拶があり、本日の授業を終了しました。

生徒代表挨拶（長坂 海斗 委員長)

集合写真

出前講座
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新年明けましておめでとうございます。
令和６年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
関西シーリング工事業協同組合様、なにわ会様、賛助会員の皆様には、旧年中に賜り
ましたご厚情に深く感謝申し上げます。今年も業界のさらなる発展に寄与して参ります
ので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
さて、昨年は社会活動において、各種イベントも通常通り開催される機会も増えてき
ました。訪日客も戻り、日常を取り戻しつつあるように感じております。ここ関西エリ
アでは来年開催に向けて大阪万博の建設工事があわただしく進行しておりますが、足元
では職人不足に加え資材の高騰など不安定な要素もあります。本年も様々な外部要因に
より、業界や各企業様におかれましても難しい舵取りする場面も出てくると思われます
が、皆様にとりまして明るく良い年となりますことを願っております。

日本シーリング材工業会の昨年の主な活動について
・ 2023年６月８日～６月10日　2023年度検定・講習試験。
　 東京会場では123名、大阪会場では61名、合計184名が受験し、155名の方が合格され
ました。おめでとうございます。
・ 2023年９月27日～９月28日　ISO／TC59／SC８（パリ）会議に参加。
　 ９か国、総勢27名が参加され、当工業会からは４名が参加いたしました。中国からは
最多の８名が参加され、国際規格の標準化策定においても影響力を増してきています。
・ 2023年10月20日～21日　日中韓防水シンポジウムに参加。
　 韓国ソウルにて「日本のシーリング材の現状」ほか1題について発表しました。当工
業会からは、発表者２名を含む６名が参加しました。

本年度のシーリング管理士・シーリング技術管理士の検定講習会場、試験日程が確定
しました。2024年６月13日㈭～６月15日㈯の３日間、東京会場（東京ファッションタ
ウンホール（TFTホール）(東京都江東区)）と名古屋会場（ウインクあいち（名古屋
市中村区)）の２会場での開催となります。募集要項は日本シーリング材工業会ホーム
ページへ４月上旬掲載の予定となっておりますので、ご覧いただけますようご案内申し
上げます。
それでは、今年一年、皆様にとりまして幸多き年となりますことを祈念いたしまして、
年頭の挨拶とさせていただきます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

日本シーリング材工業会大阪支部　
支部長　 中　村　武　彦

日本シーリング材工業会だより

日本シーリング材工業会だより
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春暖の候　ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
日頃から運営につきまして格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

この度の石川県能登半島地方を震源とする地震により、被害にあわれた皆様に謹んで
お見舞い申し上げます。
被災地の皆様が安全を取り戻し、一日も早い復興を心からお祈りいたします。
私自身、阪神大震災を経験いたしましたが、当時小学校６年生でした。
経験したことのない揺れにただただ恐怖しかありませんでした。
ライフラインは途絶え、毎日余震に怯え、卒業間近なのに友達とも会えず不安な日々
を過ごしました。
その当時の大人の方々がどれだけ苦労されたのか想像に難しくありません。
そして今は建設業に関わらせていただいていますので、少しでもお役に立てる力はあ
ると思っております。
今やいろんなところでロボットが活躍している社会になりましたが、建設こそ人の力、
職人の力が必要だと自負しております。
人のためにできること、お役に立てることを日々勉強中です。

さて今年度もＳ－１グランプリの時期がやってまいりました。
今年度の関西予選はフューチャー会が主となり、大会を盛り上げていきたいと思って
おります。
職人さんの真剣な眼差し、素早い作業、丁寧な仕上げ。見ていて感心することしかあ
りませんし、自分自身いつも勉強になります。
自分の仕事に誇りを持ち、大会に挑んでくれる職人の方々がいることが、このシーリ
ング業界の大きな励みになると思います。
フューチャー会はこの大会を全力でサポートいたします。

まだまだ未熟者ではございますが、これからも様々なことに十分配慮し、運営が前進
していけるようにさらに努力してまいります。
今後も皆様方のご希望に添えるような運営を心掛けて参りますので、皆様には引き続
きご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

フューチャー会会長挨拶
福　重　　　誠
(株式会社セイゴウ)

フューチャー会だより
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１．開催日時　　令和５年９月14日㈮　15時～17時
２．開催場所　　静岡県熱海温泉　サンミ倶楽部
３．出 席 者　　別紙「青年部合同会議出欠表」に記載

　主催者の東シ協・富岡シ世会長の司会により、最初に議題 ⑴各地の市況及び対応状
況と ⑵繁忙期・閑散期の調整が各シ協順に発表された。引き続き ⑶人材育成と ⑷情
報交換を発表し、⑸その他の順で意見の交換を行った。

　⑴ 各地の市況と　⑵ 繁忙期・閑散期の調整
　　１．東北シ協
　　　 　仙台を中心にして地方は仕事が薄く、官工事に頼る状況である。岩手は工場等

の大規模新築案件があり、関西からも応援をもらっている。
　　　 　仙台は新築、改修とも順調に推移している。震災から13年が経ち、震災直後に

改修したマンションが次期改修のサイクルに入ってきた。
　　　　他県からの協力、横のつながりを中心にして、労務の調整を図っている。
　　２．東シ協
　　　 　秋に都心の大型再開発（虎ノ門・麻布台地区等）が竣工を迎え、一旦新築は落

ち着くが、今後も再開発計画は旺盛であり、来年は再び忙しくなってくる。
　　　　都心以外の埼玉、千葉、神奈川エリアでは物流倉庫の新築案件が多い。
　　　 　改修工事は忙しさに斑がある。マンションの改修の案件は多いが、限られた業

者で施工をおこなっており、単価は低下傾向である。アスベスト調査関連の絡み
で、急いで工事を実施してほしいとの要望もあるようだ。

　　　 　今年の夏は学校関係の仕事は少なかった。再開発工事の進捗状況により、忙し
さは左右される。

　　３．静岡シ協
　　　 　忙しい状況が続いている。材料出荷量は７・８月ころから増えており、出荷量

は去年より多い。新築よりは改修案件が多い。戸建の新築はあまりよくないよう
だ。コロナ禍で止まっていた案件が動き出してきた。

　　　 　浜松地区については北部で工業団地の開発が進んでおり、工場や物流施設の建
設が計画されている。中部地区は東名の新IC周辺の再開発が進んでいる。東部
地区は関東自動車工業跡地でトヨタのウーブンシティの工事が今年、来年あたり

全国地協組の第10回青年部合同会議が開催されました

フューチャー会だより
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から動き出すようだ。地域的に静岡より関東の色が濃い工事となりそうだ。
　　　 　組合や各メーカー、工業会の中での横のつながりを大事にしている。慢性的に

人手不足であり、物件の規模によっては受注が難しい。
　　４．中部シ協
　　　 　新築としては栄・名駅地区で中日ビルが開業した。今後はヒルトン系の大規模

ホテルやタワーマンションの計画がある。熱田神宮の駅周辺についても計画が
あるようだ。今後５～10年ほどは案件が見えてきている。改修については、例年
並みである。特にマンションの大規模修繕は順調である。地方では珍しいが、タ
ワーマンションについてもフルゴンドラで改修工事を施工している。(工期約１
年）

　　　 　戸建て新築は苦戦している。改修工事については例年より順調である。自動車
関係の市況に影響されやすい。

　　　 　横のつながりを大事にし、労務の調整を図っている。外国人技能実習生を活用
していく流れになりそうだ。若年作業員が入職しない。

　　５．関シ協
　　　 　シーリング業界の発展にむけて、SNSの活用を始めた。フューチャー委員会の

事業の一つである。専門学校や工業高校での出前授業を再開し、採用活動も同時
におこなっている。

　　　 　新築は大阪万博が動き始めたが仕上げ工事はまだ先だ。御堂筋再開発、梅田再
開発が進捗している。

　　　　改修は比較的安定している。(住宅，ビル）
　　　　SNSを通じて、業者間の横のつながりが増えてきた。
　　６．中国シ協
　　　 　中国５県市況は平年並み、広島駅周辺は再開発やサッカースタジアムの案件が

進捗している。広島ではコロナ禍後はホテルの出件は減っている。
　　　　戸建は相当減少している。
　　　　マンション改修は堅調に推移。
　　　　人手不足、高齢化が進んでいる。若手の入職が課題。
　　７．九シ協
　　　 　コロナが落ち着き、新築と改修共に回復してきた。新築案件としては、天神再

開発、熊本半導体工場２期、長崎ジャパネットスタジアム等である。
　　　 　材料は値上がりしているが、単価を上げない業者もいる。依然として単価は上

がっていない。
　　　　改修工事は大規模修繕業者の単価が安く。なかなか受注できない。

フューチャー会だより
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　　　　横のつながりを大事にし、労務の調整を図っている。

　⑶ 人材育成と　⑷ 情報交換
　　１．九シ協
　　　 　改修工事が多く、若手作業員のシーリングの技術力が低い。メーカーの勉強会

を開催して教育を実施している。外国人労働者は少ない。
　　２．中国シ協
　　　　作業員のレベルの低下を感じる。育成する人材がいない。
　　３．関シ協
　　　 　SNSと出前講座（専門学校，工業高校）を活用し、人材獲得を目指している。

技能実習生も増えてきている。
　　　　同業者同士のつながりで繁忙期を乗り切っている。
　　４．中部シ協
　　　 　若手入職者が少なく、外国人技能実習生に頼っている。シーリング工事の認知

度が低い。
　　　 　６月に技能検定が終了した。去年、中部は合格率（30～40%）が低かった。勉

強会で改修工事メインの業者は図面の読み方から教えている。今年は60％前後の
合格率となりそうだ。

　　　 　10月にシーリンググランプリの予選会を実施。名古屋造形大学の関係者が見学
にくるようだ。

　　５．静岡シ協
　　　 　入職者がいない。採用については知り合いのつながりを頼りにしている。一定

数は辞めていく。魅力的な賃金水準が必要である。
　　　　従業員職人については、固定給にしているが、出来高は上がっていないようだ。
　　　　給与水準が低く、辞めて工場で働いている作業員もいる。
　　　　若い作業員は、土日祝は休みたい。
　　　 　固定費が上がっているため、受注単価が上昇しないと厳しい。雨漏り対応工事

が最近多くなってきた。
　　６．東シ協
　　　 　ものつくり大学や都立工業高校で出張授業を実施している。新卒者へアピール

する機会を増やしていきたい。
　　　 　中国人技能実習生の質が低下してきた。ミャンマー人実習生の方が、真面目で

優秀である。
　　　 　日本語検定を取得している実習生もいる。S1グランプリの実習生枠を設ける

フューチャー会だより
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のもいいのではないか。特定技能を持っていると自ら就職でき、育てた人材が流
出する可能性もある。

　　　 　若手社員の定着率を上げるためにベテラン社員と組み合わせて指導する。
　　７．東北シ協
　　　 　先日、検定を受けたフィリピン人技能実習生は仕事が上手かった。会社として

しっかり教え込んでいるようだった。

　⑸ その他
　　 　関シ協よりSNS情報発信について説明があった。Instagram等を利用し、活動内
容を発信している。長所もあるが、現場内の写真等を投稿すると発注者や元請の情
報が漏洩するリスクについても考えなければならない。

　　 　新しい組合員の獲得について意見交換があった。近年は組合に入るメリットが薄
れているようだ。検定受検の枠や検定料は優遇されている。中部では三重や岐阜で
検定を受けるパターンもあり、そちらの方が合格水準も低く、合格しやすいようだ。

　　 　特定のデベロッパーの仕様としてマンション改修工事で超耐候シーリングを使用
しての10年保証を求められることがある。しかし、10年保証を担保するためには、
シーリングメーカーと共同でライセンス制度等のシステム構築が必要ではないか。

　　 　今後も大手不動産や設計会社を中心に長寿命化への流れは加速するのではないか。

　⑹ 次年度開催地について
　　 　富岡会長より次回（2024年）は名古屋で開催し、次々回（2025年）は関西地区で
開催したいとの話があった。

　　 　開催日時は９月中あるいは10月初旬ごろを予定し、来年１月に日時を決定するこ
とになった。

以上
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青年部合同会議出欠表 令和５年９月14日
（敬称略）

地協組名 出　　　席　　　者 欠席 備　　　　考

北 シ 協 ○ 青年部廃止のため不参加

東北シ協 髙橋　里貴 石井　孝典

東 シ 協
富岡　大和 氏家光太郎

斗成　裕生 矢作　　一 岡藤　洋平

静岡シ協 轟　　正人

中部シ協 野崎　剛史 野田　康弘

富山シ協 ○

石川シ協 ○

関 シ 協
福重　　誠 埜田　善将 真野　晃平

平井　正法

中国シ協 林　　貴博

四国シ協 ○

九 シ 協 橋口　宏人

出席者計 16名

フューチャー会だより
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本年度は、令和５年12月１日㈮に「奈良国際ゴルフ倶楽部」で開催されました。
アウトから５組20名、インからも６組22名の総勢42名の精鋭が９時10分と８時56分に
それぞれスタートしました。

競技の結果、見事優勝を飾ったのは、㈱大協建材の
三橋一弘氏でした。

〇上位の成績 計算方式：新ペリア

順 位 氏　名（敬称略） OUT IN Gross H.D Net

優　勝 三　橋　一　弘
（㈱大協建材） 43 44 87 15.6 71.4

準優勝 小　西　功　倫
（㈱ムツミ技研） 45 48 93 20.4 72.6

３　位 森　本　美　文
（㈱日建テクノス） 46 45 91 18.0 73.0

４　位 髙　田　哲　也
（㈱髙田工業） 44 49 93 19.2 73.8

５　位 山　田　　　学
（㈱宮崎） 50 42 92 18.0 74.0

集合写真

優勝の景品授与（三橋氏）

関シ協　ゴルフ懇親会

組合ニュース＆インフォメーション
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おめでとう！ シーリング防水技能士誕生
令和５年度 シーリング防水技能検定合格者

令和５年度技能検定、防水施工（シーリング防水工事作業）の合格者が令和５年９月
29日に発表されました。
本年度合格者（関シ協会員外含む）は１級合格者が54人（56.25%)、２級が３人
(75.00%）でした。

○１級合格者（関シ協会員） 敬称略　

合 格 者 会　社　名 合 格 者 会　社　名 合 格 者 会　社　名
1 安岡　朋希 大阪ユニロン㈱ 6 管谷　　連 ㈱ゼネラル 11 横山　耀大 ㈱埜田建商
2 井川　大樹 阪南工業㈱ 7 榮藤　勇人 ㈱NS技建 12 守下　恭平 ㈱ALTE
3 加藤　善大 阪南工業㈱ 8 恩田　　武 ㈱恩田工業 13 西岡　　涼 アジック㈱
4 今井　樹太 阪南工業㈱ 9 小林　孝翁 ㈲ミツヤマ 14 三木　紫弥 アジック㈱
5 服部　冬季 浜建工業㈱ 10 橋本　貴雄 山﨑工業㈱

○１級合格者（関シ協会員以外） 敬称略　

合 格 者 会　社　名 合 格 者 会　社　名 合 格 者 会　社　名
1 藤谷　悠平 FR商会 15 稲垣　　亨 アールワン㈱ 29 野村　真男 カミテク㈱
2 門田　和也 門田工業 16 岸川　　翼 アールワン㈱ 30 沼波　勇介 ㈱ダイニチ
3 中島　遼太 ㈱栄商会 17 初岡　　翔 ㈱エヌケー 31 北田　悠斗 ㈱ダイニチ
4 佐藤　裕矢 カミテク㈱ 18 木下　翔太 ㈱エヌケー 32 大坪　雅樹 谷川工業
5 岸中　照也 岸中興業 19 東山　篤貴 ㈱N's 33 山崎　辰好 山崎技研
6 山脇　直文 ㈱スリーウェイズ 20 中里　亮太 中里技建　 34 廣瀬　繁之 ㈱よし興業
7 倉田　博也 山崎技研 21 谷川　祥太 谷川興業　 35 丹保　勝也 ㈱ファイバールーフ
8 中村　文耶 FT技建 22 下山　洋平 西日本規格サッシ㈱ 36 山崎　晋吾 ㈱越智技建
9 鈴木　仁太 鈴木　技建 23 鈴川　直人 西日本規格サッシ㈱ 37 間庭　智之 ㈱Rebel
10 武内　迅晃 ㈱KM技建 24 大平　拳 ㈱エーシン 38 坂下　幸司 ㈱N's
11 乾　　マキ ㈱KM技建 25 兼松　雅季 ㈱越智技建 39 吉村　太一 ジュンシール
12 中野　健斗 ㈱KM技建 26 中西　亮二 中西工業㈱ 40 松下　雄斗 ㈲マエダ防水工業
13 岩本　　晃 岩本工業 27 鶴目　巧 カミテク㈱
14 河野　　樹 アールワン㈱ 28 山名　真悟 カミテク㈱

○２級合格者（関シ協会員以外） 敬称略　

合 格 者 会　社　名 合 格 者 会　社　名 合 格 者 会　社　名
1 井上　大晟 井上工業 2 森田　耀介 井上工業 3 上田　遥介 ウエダ化成㈱

組合ニュース＆インフォメーション
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行事予定・会員の動き

１）令和５・６年度行事予定

　○第10回全国シーリンググランプリ

　　年月日　令和６年４月13日㈯
　　場　所　 尼崎リサーチ・
 インキュベーションセンター

　〇シーリンググランプリ関西予選

　　年月日　令和６年４月12日㈮
　　場　所　 尼崎リサーチ・
 インキュベーションセンター

　○第46回通常総会

　　年月日　令和６年５月24日㈮
　　場　所　ホテルモントレ大阪

　○シーリング技能士学科講習会

　　年月日　令和６年８月１日㈭
　　場　所　エルおおさか

　○シーリング技能士検定講習・試験

　　講習年月日　令和６年８月３日㈯
　　試験年月日　令和６年８月４日㈰
　　場　　　所　ハナミズキホール・
　　　　　　　　花博記念ホール

２）組合員の動き

　〇会社名称変更・事務所移転

　　令和５年11月
　　　㈱Ｎシステム
　　　　代表取締役　信川　靖司
　　　・新住所
　　　　〒655-0852
　　　　　神戸市垂水区
　　　　　　名谷町34-10-101

関シ協NEWS Vol.120
2024年３月発行
発行　関西シーリング工事業協同組合
　　〒540‒0012 大阪市中央区谷町4‒4‒13
　　　　　　　　（エフクレスト２階202号)
　　℡  06（6946）2226　℻  06（6946）2227
編集協力・印刷　川西軽印刷㈱

組合ニュース＆インフォメーション
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今号にも大勢の方から寄稿や資料の提出にご協力を頂きまして、関シ協ニュースを刊
行することが出来ました。ご協力を頂いた皆様に御礼を申し上げますと共にこれからも、
関シ協ニュースを宜しくお願いいたします。
さて、私ことなのですが、正月に２度もぎっくり腰をやってしまいました。正月休み
明けと１月末とにです。思い起こせば去年の今頃は左足足首の骨折で不自由な生活をし
ておりましたが、ぎっくり腰は骨折以上に生活を制限してしまいます。仕事にも影響が
出まして、多くの方にご迷惑をお掛けしてしまいました。
医者によると筋力の衰えが大きな要因であり、人の関節はかなり自由に動くだけに筋
肉でしっかりとガードしないとかなり弱い箇所になる、とのことです。
一昨年までは週１～２回ですがジムに通って水泳をしていたのですが、コロナ禍で利
用者が減少したために利用していた店舗が閉鎖されてしまいました。系列店に移籍はし
たものの私にとっては不便なところとなってしまい、結局は退会してしまいました。似
たような経験をされた方もいらっしゃると思います。
2020年１月にダイヤモンド・プリンセス号から始まった日本の新型コロナ禍も５年目
を迎え、昨年の５月には２類感染症から５類感染症へと変更され、普段の生活ではあま
り意識をすることもなくなってきましたが、今も日々新たな感染者と死亡者とが発生し
続けており、終息までにはまだ数年間が必要になりそうです。喘息持ちの私は逃げ切り
を図るつもりですが、皆さんもご自身に合ったご注意をお払いください。

 共立産業株式会社　　木　寺　玄　太　

編　集　後　記
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関西シーリング工事業協同組合フューチャー会組織表
会 長 ㈱セイゴウ 福重　　誠
副会長 ㈱埜田建商 埜田　善将
副会長 ㈱ 七 星 平井　正法
副会長 ㈱ A L T E 真野　晃平

委　員　会 委　　　　　　　　　　員

総 務 委 員 会 委 員 長 坂中　真二 エマール工業㈱
副委員長 埜田　善将 ㈱埜田建商

購 買 委 員 会

委 員 長 平井　正法 ㈱七　星
副委員長 小林　弘成 ㈱美　作
委 員 田口　敏夫 ㈱政岡工業
委 員 森下　泰視 ㈲朝日防水

活路開拓委員会

委 員 長 廣瀬　永昌 ㈱NS技建
副委員長 植田　真一 ㈱髙田工業
委 員 松山　直生 ㈱松山工業
委 員 小鯛　　力 ㈱大木技研

技能検定委員会

委 員 長 坂口　正吾 KSホーム㈱
副委員長 徳重　満久 徳重商会
委 員 谷村　充功 ㈱ミツケン
委 員 濱田　直己 ㈱ナオテック
委 員 松島　清泰 ㈱テイエム技建
委 員 赤瀬　孝司 ㈱光シール
委 員 佐伯　浩一 ㈱大阪防水工業所

教 育 委 員 会

委 員 長 恩田　　武 ㈱恩田工業
副委員長 上田　順司 ㈱大一防水工業
委 員 山内　俊輔 ㈱大協建材
委 員 小畑　志登 ㈱東光商会

広 報 委 員 会

委 員 長 新谷　伸彦 宝シール工業㈱
副委員長 真野　晃平 ㈱ALTE
委 員 藤田　和樹 ㈱海人
委 員 薮内　優希 阪南工業㈱
委 員 金田　大輔 ㈱ゴールデン技工

賛 助 会

委 員 川西　竜平 ジャパンマテリアル㈱
委 員 佐野　将史 サンスター技研㈱
委 員 島　　考臣 サンセフティリース㈱
委 員 小石川康弘 コニシ㈱
委 員 松山　太初 日本ビソー㈱
委 員 内堀　　魁 セメダイン㈱
委 員 森浦　雄介 シーカ･ジャパン㈱
委 員 竹谷　直哉 カモ井加工紙㈱

な に わ 会

委 員 西山　　竜 フヨ―㈱
委 員 上田　康裕 ㈱前田精市商店
委 員 戸倉　秀利 モリシタ化学産業㈱
委 員 山田　　学 ㈱宮　崎
委 員 秋葉　知温 アジック㈱
委 員 河村　康平 化研マテリアル㈱
委 員 吉田　　拓 ㈱ツ　ダ
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関西シーリング工事業協同組合
〒540‒0012 大阪市中央区谷町４丁目４番13号　TEL 06‒6946‒2226　FAX 06‒6946‒2227
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賛　助　会　員
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なにわ会会員
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関西シーリング工事業協同組合（関シ協）の概要

　関西シーリング工事業協同組合は、関西に在するシーリング防水工事業者が、中小

企業等協同組合法に基づいて結成した協同組合です。

＜目　的＞

　建築専門工事業種の内、防水工事・シーリング工事は近年に於ける建築物の高層化

複雑化及び材料の多様化に追随して、日進月歩の専門知識と技術力を必要としていま

す。

　組合活動を媒介として、近代建築に於ける防水工事・シーリング工事の重要性を自

ら自覚すると共に他からの認識を促し、トッププロとしての職能で社会に貢献します。

　防水工事・シーリング工事業者が自らの業種を近代建築に於いて欠かせない専門

工種として、次世代の建築界に伝えていく為の研鑽と活動の場所が関西シーリング

工事業協同組合（関シ協）です。

＜活　動＞

　①　 関連諸団体と連携のもとに、上部と組合員相互へ、大切な情報の伝達をして

います。

　②　組合員・所属員への知識の普及と技術の向上を図る為の、研修会をしています。

　③　各種資格試験の、受験の窓口をしています。

　④　 消耗品、機械工具、副資材などの共同購買により組合各社の経費節減及び、

多情報により、関連商品の開発を促し業界の進歩に貢献しています。

　⑤　 日本シーリング工事業協同組合との連合で、10年の瑕疵漏水保険を作り組合各

社の経営を磐石なものとし、発注条件に、信頼感を与えて受注に繋げています。

　⑥　 組合企業用賠償保険、所属員の生命保険、障害保険を団体契約することで、

コストダウンになり、組合員各社に利便を供しています。

　⑦　 青年部会を組織指導して、次世代の建築シーリング部門を担う若者を育成して

います。

　⑧　 ゴルフコンペ、新年会、懇親会などを開き会員同士の親睦を図り、協力しあう

アンダーグランドをつくっています。

　⑨　広報誌「関シ協ニュース」を発行しています。
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・ 次世代ポリマーの採用で、高耐候、高耐久を実現。
・ 優れた動的耐久性を発揮。
・ 目地周辺への汚染（撥水汚染）発生なし。
・２成分形シリコーン系シーリング材、２成分形
ポリイソブチレン系シーリング材の改修工事も可。
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MS2500(MS-2) IB7000(IB-2)SA7500(SA-2)

表面クラック無し
変色無し

表面クラック有り
退色有り

表面クラック
わずかに有り
変色無し

促進暴露試験機による耐候性試験

高
耐
候
・
高
耐
久
を
実
現
す
る
ペ
ン
ギ
ン
シ
ー
ル
S
Ａ
７
５
０
０

建
築
物
の
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
化
、脱
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
化
に
対
応
。

建
築
物
の
長
寿
命
化
に
貢
献

2023年8月 JIS適合性認証取得

JIS適合性認証取得！！JIS適合性認証取得！！
2023年8月2023年8月


